




「 」  資料からの引用文、またはキーワード 
『 』  雑誌・書籍名、または引用文に「 」と示されたもの 
《 》  楽曲の作品名 
［ ］  筆者による、引用文への補足 








【例】 プロコーフィエフ → プロコフィエフ 
 
ただし、ロシア語の発音と明らかに異なる箇所に音引き（－）が見られる場合は、啓蒙の
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Op. 2、《悪魔的暗示》Op. 4-4、《トッカータ》Op. 11、《ピアノソナタ第２番》Op. 14、《サ






曲第３番》Op. 26 が専らであろう。前者は 1912〜3 年にかけて、後者は革命の影響による




















































































 プロコフィエフが作品番号を与えた最初の作品となった《ピアノソナタ第１番》Op. 1 は、








































                                                   
11 プロコフィエフ、セルゲイ・セルゲイェヴィチ『プロコフィエフ 自伝／随想集』 （Prokofiev Sergei 
Sergeyevich. Sergei Prokofiev.）, 田代薫訳、東京：音楽之友社、2010 年、32 頁。 （以降、本書は『自
伝・随想』と略記）。 
12 Доренский, Сергей Леонидович (Dorenskij, Sergej Leonidovič) 1931～. 
13 Глазуно́в, Александр Константи́нович (Glazunov, Aleksandr Konstantinovič) 1865～1936 ロシア
帝国末期、ソビエト建国期の作曲家、音楽教師、指揮者。1906 年から 1917 年まで、ペテルブルク音楽院
の院長を務める。 
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15 Воскресенский, Михаил Сергеевич (Voskresenskij, Mihail Sergeevič)  1935～. 














声部において特に多用するような書法は、最初期の作品《４つの小品》Op. 3 の第 1 曲「お
とぎ話」にも認められる。譜例 1-1-2  
 
【譜例 1-1-2 ： 《ピアノソナタ第 2 番》Op. 14 第 3 楽章 第 22～24 小節（上）、及び《４つ
の小品》Op. 3 第 1 曲「おとぎ話」 第 4～6 小節（下）】 
 
                                                   
17 自伝・随想、43 頁。 
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 この時期のプロコフィエフは、《トッカータ》Op. 11、《10 の小品》Op. 12、そして《ピ
アノソナタ第２番》の原型となった二つのソナチネなどを作曲しているが、これらはプロ
コフィエフが 1912 年に、母親が湯治に来ていたコーカサスの温泉保養地キスロヴォーツク
を訪れたときに、完成されている。《サルカズム》Op. 17 も 1912 年より着手されていたが、
こちらは 1914 年にかけての 2 年がかりの作で、5 つの刺激的な小品が収められている。複
調を用いるなど、この作品からもプロコフィエフの風刺的側面とモダニズムへの強い指向
















づいてくる中で、《ピアノソナタ第３番》Op. 28、並びに《ピアノソナタ第４番》Op. 29 が
作曲された。二つのソナタとも「古いノートから（Из старых тетрадей {Iz staryh tetradej}）」
という表題が掲げられており、第１番同様、学生時代の習作からの改作であることを示唆
                                                   
18 自伝・随想、68 頁。 
19 Prokofiev, Sergei. Autobiography, Articles, Reminiscences  (Moscow: Foreign Languages 



























奏に偏らざるを得ないものとなった。《ピアノソナタ第５番》Op. 38 は、1923 年にドイツ
南部の静かな田舎の村エッタルにて書かれ、翌 1924 年にパリにて、自身の演奏により初演
                                                   























 《わたくしごと》Op. 45 は 1928 年作曲、1930 年 1 月 6 日にニューヨークにて、作曲者
自身の手で初演されている。本作の成立背景や内容について、自伝でプロコフィエフが詳
しく触れているので、以下に該当箇所を抜粋する。 
                                                   
21 当時のパリでは、ストラヴィンスキーの他に、ドビュッシー、ラヴェル、フランス六人組などが活動し
ていた。 
22 この点に関する分析については、本論第 1 章第 2 節を参照されたい。 
23 ロシア文化と語り手の関係については、中村喜和『イワンのくらし いまむかし―ロシア民衆の世界』 
神奈川：成文社、1994 年。が詳しい。 
24 自伝・随想、52 頁。 

















曲解説ライブラリ29 などでは、《わたくしごと》と訳されている。原題の"Вещи в себе (Vešči 
v sebe)"は、19 世紀のロシアではカントの哲学「物自体（thing-in-itself）」を指す言葉であ
った。だが 20世紀に入ると、このロシア語訳は正確ではないとロシア国内で批判が出始め、
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28 McAllister, Rita.「プロコーフィエフ、セルゲイ」、一柳富美子訳『ニューグローヴ 世界音楽大事典』 
東京：講談社、1994 年、第 15 巻、557 頁。 











るように、「A」の Allegro moderato は、８分前後の演奏時間を要する。これは《ピアノソ
ナタ第５番》のそれぞれの楽章も含めた中期作品全体において、もっとも長い演奏所要時
間である。 









上記は 1924 年作曲の《鋼鉄のステップ》Op. 41 に関するくだりであるが、その４年後に書
かれた本作においてもその傾向は健在であり、Op. 32 と比較しても、全体的な全音階的進
行の増加が認められる。譜例 1-1-3 






                                                   
31 自伝・随想、108 頁。 
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【譜例 1-1-3 ： 《４つの小品》Op. 32 第 1 曲 第 4～8 小節（上）、及び《わたくしごと》Op. 


















33 Прокофьев, Сергей Сергеевич. Материалы, Документы, Воспоминания (Prokof'ev, Sergej 
Sergeevič. Materialy, Dokumenty, Vospominanija) (Moscow: Советский Композитор {Sovetskij 




























                                                   
34 Prokofiev, Sergei. Autobiography, Articles, Reminiscences  (Moscow: Foreign Languages 









つけられた小品群から成る作品である。本作と同年の 1933 年には、《思考》Op. 62 も作曲
されているが、こちらは《３つの小品》Op. 59 とは対照的に、内向的で非常に瞑想的な作
風を湛える。参考となる資料が非常に限られている作品だが、プロコフィエフは自伝にお














                                                   
35 Prokofiev, Sergei. Autobiography, Articles, Reminiscences  (Moscow: Foreign Languages 
Publishing House, 1960), p. 85. 
36 自伝・随想、144 頁。 


















 1939年 9月 1日のドイツ軍によるポーランド侵攻によって世界の戦争気運は高まり、1941







                                                   
38 自伝・随想、149 頁。 










ン》Op. 71 より、それぞれ素材が再利用されている。３曲とも 1939 年に書き始められ、第






作品は、バレエ《シンデレラ》から３つの小品 Op. 95、バレエ《シンデレラ》から 10 の
小品 Op. 97、バレエ《シンデレラ》から６つの小品 Op. 102、そして、《３つの小品》Op.  
96 のみである。しかしながら、Op. 95、Op. 97、Op. 102 の三作はバレエ《シンデレラ》
Op. 87 からの組曲であり、また Op.96 は、１曲目は歌劇《戦争と平和》Op. 91、２曲目と
３曲目は映画《レールモントフ》のための音楽（作品番号はなく、1941 年の作）からの編
曲である。つまり、いずれもピアノソロのための完全なオリジナル作品ではない。また、







































































                                                   
43 Berman, Boris 1948~ ロシア出身のピアニスト、音楽教師。モスクワ音楽院にてレフ・オボーリンに師
事。1979 年に渡米し、ブランダイス大学やインディアナ大学ブルーミントン校、エール大学で教鞭を執る。
Chandos より、プロコフィエフのピアノ・ソナタとピアノ協奏曲の全曲録音を発表している。 
































ている表記ではなく、Piu mosso や Meno mosso といった相対的な指示、そして tranquillo
やagitatoといった発想記号による指示については都度筆者が判断、解釈を行っているので、
この点の個々の解釈についても、付録にて補足させて頂く。 
 さて、資料 1-2-2 を眺めてみると、各ソナタの楽章毎の特徴が見えて来る。例えば、第１
番と第３番はいずれも単一楽章のソナタでかつ全体の演奏所要時間も大きな差はないが、
第１番が専ら Allegro を中心とした相対速度変化に終始し、全体が速いテンポ指示でまとめ
られているのに対し、第３番では Moderato に対する Piu lento から Allegro tempestoso
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年、第 8 巻、188 頁。 
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第１節：《ピアノソナタ第５番》 Op. 38 
 
 《ピアノソナタ第５番》Op. 38 は、プロコフィエフの作品番号付きのピアノソナタとし





フが誕生、10 月には本拠をパリに移し、翌 1924 年には母親が死去している。初演は 1924




















第 1 楽章 




【図 2-1-1 ：《ピアノソナタ第５番》第１楽章】 
 
 
                                                   








に分岐し、謎かけのような短いパッセージを形成。2 度繰り返した後、un poco penseroso
で単旋律となり、26 小節目よりすぐさま第 2 主題へ移る。左手の単旋律の動き（時折右手
での補助あり）に乗せて旋律が和音の形で現れる。ハ長調の調性感が比較的明瞭な第 1 主





調性の特定は難しい。53 小節目で第 1 主題後の推移に見られたユニゾンのパッセージが再
び現れ、第 2 主題直前の単旋律のパッセージを再度なぞらえながら消えるように提示部を
結ぶ。 







おり、３，４，４小節単位で調が左右入れ替わっている。続く 89 小節目からの f による不
協和的な走句を経て、95 小節目より今度は第 2 主題が登場。提示部と違い f で奏される。
左手の伴奏形は単旋律だが短い crescendo、diminuendo がしつこく繰り返され、旋律にま










る伴奏という三層構造をとる。ポリフォニー処理の観点からは、2 声、3 声、4 声と頻繁に
入れ替わっており、その時その時の響きの要求によって声部の厚みを自由に変えている印
象を受ける。 
 140 小節目より再現部となる。しばらくは提示部をそのままなぞらえるが、146 小節目よ
り変化。目まぐるしく調性感の変わる右手に対し、左手は 2 小節半のニ長調に 1 小節半の
へ長調という組み合わせで、複調により不協和な響きがもたらされている。154 小節目から
は内声にもクロマティックな動きが現れ、2 拍目と 4 拍目のアクセントの繰り返しが印象深
い。156 小節目より推移に入るが、提示部の時と違いここではユニゾンの形はとらず、長さ
も 4 小節に短縮されている。161 小節目より第 2 主題だが、提示部での p に対し、ここで
は pp が指示されている。178 小節目よりコデッタに入る。ここは提示部同様分散和音主体
である。187 小節目より、20 小節目に登場したトリルを彷彿とさせるような短いトリルが
4 回現れ、ritardando の後フェルマータで流れが中断される。 











第 2 楽章 





【図 2-1-2 ：《ピアノソナタ第５番》第２楽章】 
 
 




楽想は次第に大きくなってゆき、21 小節目 f をもって頂点となる。ここではオクターヴ前










ガートを伴った旋律線に対し、66 小節目や 73 小節目では A 部の時と同じように、スタッ
カート付き八分音符の和音によって合いの手が入るが、ここでは前打音を伴う。75 小節目
で旋律線が右手に移り、2 小節の間だけ f となるが、すぐに diminuendo して 80 小節目で
p に戻る。 
 84 小節目より A 部に戻るが、ここでは 3 拍目の裏側に mf と diminuendo を伴った 6 連
符が割り込むように毎小節現れ、更に左手の和音も 3 拍目が十六分音符に変化している。
92 小節目より本来の A 部の形に戻るが、合いの手の音形が若干変化し、また 21 小節目に
現れたようなオクターヴによる前打音の形はここでは現れない。 
 117 小節目で B 部のモティーフが和音による音の厚みを伴って現れ、コーダに入る。125
小節目より重変ホ音とへ音が様々な音域に現れるが、それらは 124 小節目のペダル指示に
よって一つの響きに溶けあわされる。ペダルをあげる指示が見当たらないが、左手の変ロ、
変二、変ト音による和音の持続具合から、尐なくとも 129 小節目までの 6 小節の間は踏み
続けるのが妥当なのではないかと筆者は考える。このあと最後まで明確な調性感を持たな
いまま、5 連符、6 連符を間に挟んだ三つの変ト音で、楽章を閉じる。 
 
 
第 3 楽章 
 Un poco allegretto、4 分の 4 拍子、ハ長調。ABACAB コーダの形をとるロンドソナタ形
式だが、最後の AB は規模の縮小や C 部要素の挿入、より複雑なポリフォニーの導入など、
かなり自由に扱われている。図 2-1-3 
 





 1 小節目から始まるロンド主題はハ調の空虚 5 度を形成しており、第 2 楽章から一転して





14 小節目での mf と同時発音数 2 の箇所によって鬱屈が解放され、コントラストを形成し
ている。19 小節目からは右手に十六分音符のパッセージが現れるが、ここは極めてクロマ
ティック的。音域が上がっていくにつれ、デュナーミク指示も fへと向かっている。 
 25 小節目アウフタクトより B 部へ。f espressivo の主題は、旋律の動きの点で A 部主題
より幾分歌謡的なものの、明確なトニックがみえず調性感はより薄い。29 小節目で再び f 
espressivo の指示があり、この楽想へのプロコフィエフの強い意志を感じる。更に 31 小節
目では ff となり、A 部の p 中心のデュナーミク指示との対比がみられる。 
 40 小節目にて再び A 部へ。はじめは型どおりに反復されるが、47 小節目のリズム変化か
ら逸脱し、A 部を終息に導く。 
 52 小節目アウフタクトより C 部となるが、ここでは A 部 B 部で用いられた主題が素材
として用いられており、さながらソナタの展開部の様相を呈する。調性感は乏しく、無調
的である。切り出しの 52 小節目低音部ユニゾンは A 部 3 小節目のモティーフの拡大。63






 90 小節目からの p dolce による瞑想的な走句を経て、95 小節目より再度 A 部へ。ただし
                                                   
48 ただし、ここでは第 3 音を欠いているので、ハ長調かハ短調かの区別はつかない。 
42 
 
冒頭からのリフレインではなく初めの A 部 9 小節目にあたる部分からはじまり、全体の規
模は短縮されている。更に 99～101 小節、および 105 小節～107 小節においては C 部の動
きも挟み込まれており、かなり自由に扱われている。 





 128 小節目より不協和な響きは次第に増してゆき、131 小節目の Poco meno mosso, ff を
もってコーダに突入する。左手の二種類の重音反復に乗せて、A 部主題のモティーフが和音
を伴って力強く示される。その響きは不協和なものだが、左手の伴奏形が同じ和声で持続
するため、138 小節目までは一つの和声として感じられる。139 小節目で突然 pp となる。
ここではハ音を保持したまま前打音付きでオクターヴにまたがる和音を繰り返さなければ
ならないため、音の多さと相俟って音色に対する高いコントロール能力を要求される。143
小節目で Piu mosso となり、A 部 3 小節目のモティーフのリズム縮小形が十六分音符に縮
小され様々な開始音から繰り返し現れる。そこへ八分音符の重音が絡み合う様に交差する
ため、極めて弾きにくい。更に、147 小節目や 150 小節目に現れる前打音も、短い音価の
フレーズ最終音に、流れに逆行するように入れられており、この様な複雑な動きにより、
コーダ全体の難易度が非常に高くなっている。151 小節目でこれらの走句を抜けると、あと




























章 20 小節目から 60 小節目（推移部から提示部の終わりまでに該当する）を眺めてみよう。
響きの上では無調的楽想が続く箇所だが、一方で節目のような様相を呈する場所がある。





【譜例 2-1-5 ： 《ピアノソナタ第５番》第１楽章 第 34 小節】 
 
20 小節目の推移部冒頭和音にも同じ事がいえるし譜例 2-1-6、53 小節目についてもソプラノの
ロ音をハ音に置き換えると同じことが起こる。譜例 2-1-7 そして 60 小節目の最後の響きはイ音
のみである。譜例 2-1-8 
 





【譜例 2-1-7 ： 《ピアノソナタ第５番》第１楽章 第 53 小節】 
 
 







から複調部分に入るまでの 62 小節目から 75 小節目を考えてみよう。62 小節目から 64 小
節目にかけては左手イ長調、右手ニ長調の複調とも考えられるが、第７音を伴ったニ長調
のトニックとも解釈出来る。そして、72 小節目と 73 小節目の間に嬰ト短調のトニックを和
声に持つ何がしかの楽句を挟み込むと、73 小節目は主音である嬰ト音の異名同音、変イ音
から派生した不協和音への逸脱という流れになり、結果、従来の「逸脱の書法」に沿った
展開となる。譜例 2-1-9これは逆に考えれば、62 小節目から 64 小節目にかけては第７音をバ





【譜例 2-1-9 ： 《ピアノソナタ第５番》第１楽章 第 71～73 小節】 
 
 
【譜例 2-1-10 ： 《ピアノソナタ第５番》第１楽章 第 62～64 小節】 
 

































































るたびに、新たな縦の響きを模索する必要性に迫られる。その数は 1 小節目から 8 小節目






































































ニゾンが見られる。譜例 2-1-17 それまで四つないしは三つの声部で動いていた音楽の流れが、 
 





















ものである考えられる。しかしながら、同じ ff の領域でも、続く 124 小節４拍目のユニゾ
















成が目立つ（20〜23 小節目、28〜30 小節目、37〜39 小節目、107〜109 小節）。その一方、










音、126 小節目左手、および 131 小節目からのコーダにおける右手の和音群にみられるオ 
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【譜例 2-1-20 ： 《ピアノソナタ第５番》第２楽章 第 112～136 小節】 
 
 










 a) 音色の変化の一環 
































































第２節：《ピアノソナタ第９番》 Op. 103 
 
 プロコフィエフの晩年におけるピアノの為の大作である本ソナタは、完成した作品とし
ては彼の最後のソナタとなった。作曲は 1947 年。これに遡ること２年前の 1945 年 1 月 13
日に行われた《交響曲第５番》の初演の直後、彼は階段から転落して脳震盪を起こした。
この事故の後遺症でその後プロコフィエフは死ぬまで病院への入退院を繰り返すことにな
る。1946 年の春、医師から健康の為にモスクワを去るよう勧められ、同年 6 月にミーラと
共に、モスクワ西部の村ニコーリナ・ゴーラに移住。本作もかの地で作曲されている。初







第 1 楽章 
 Allegretto、2 分の 3 拍子、ハ長調。ソナタ形式をとる。図 2-2-1 
【図 2-2-1 ： 《ピアノソナタ第９番》第１楽章】 
 
 












ミク指示は p ながら高い緊張感に包まれる。mfまで盛り上がったのち、再び強さを p に落
としながら楽句は分散和音の形に移っていき、曲想は抒情的なものに戻ってゆく。41 小節
目アウフタクトからはじまる第 2 主題は再び甘く抒情的なロ短調の旋律。こちらは 14 小節








ィエフは、提示部終盤の６１小節目で Meno mosso を指示した後、最終盤の 194 小節目ま
で一切速度変化の指示を出していないのである。しかしながら、Meno mosso→Meno mosso
では速度は遅くなるばかりであるし、展開部も再現部における様々な音楽的発展を考慮し
ても、展開部の入り口で Tempo I とするのが妥当ではないだろうか。展開部では最初に第 1
主題を核としたポリフォニー処理が瞑想的に行われたのち、95 小節目からは左手のピアニ
スティックな分散和音の動きに乗せて、第 2 主題が現れる。ここでは声部が減って二声で
                                                   
49 例えば、 井上和男他「プロコフィエフ」、『作曲家別名曲解説ライブラリー(20)』 東京：音楽之友社、




セージを経て、111 小節目より f となる。分散和音主体ながら動きは全体的に技巧的なもの
となり、119 小節目の ff をもって頂点を成した後、pp の幻想的な楽想で第 1 主題を反復し、
133 小節目より再現部となる。 
 ここでは第 1 主題がロ長調に移調された形で現れ、長さは提示部の半分ほどに省略され
ている。第 1 主題の移調に合わせ、提示部よりも短二度低く始まる。144 小節目からの推移
部は、提示部では二度出現していたユニゾンのパッセージが、一度のみに省略されている。








第 2 楽章 









 A 部は第 1 小節から第 50 小節まで。順次進行による上昇、下降を行うピアニスティック
なパッセージを主題とし、これは左右両手のあちらこちらに顔を出す。それに和音、また
は和音の分散形が添えられ、和声を彩る。26 小節目までは fを基本とし、ffから mfまでの





p あるいは pp である。同時発音数の増加とより弱いデュナーミクの指示という非整合性を
用いた手法は《４つの小品》Op. 3 の「おとぎ話」などにも見られる50 が、「おとぎ話」で
は情感の高まりを表現する手法として用いている一方、本作ではどちらかというと、「強さ」
によらない独特の緊張感を演出しているように感じる。 






 68 小節目からは再び A 部が回帰。一部の省略や追加があるものの、概ね型どおりの反復
が行われ、90 小節目のユニゾンをもってコーダに入る。ここで第 3 楽章のモティーフが諧





                                                   
50 長瀬賢弘「セルゲイ・プロコフィエフのピアノ音楽における抒情性に関する考察」 修士論文、東京芸
術大学、2009 年、82 頁。 
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第 3 楽章 
 Andante tranquillo、変イ長調、4 分の 4 拍子。A-B-A-B-A-コーダの形をとり、A がしっ
とりとした情緒溢れる旋律なのに対し、B は符点のリズムの反復を主とした華やかなパッセ
ージである。更に、A の中では主要主題が 6 回登場するが、毎回何かしらのアイデアで変
奏されており、主題と５変奏という「変奏曲」としての側面も持つ。図 2-2-3 
 







形が、主旋律の合間を縫うように張り巡らされている。18 小節目から切れ目なく第 2 変奏
に入る。左手によって低音域に符点のリズムが現れ、バスとして声部全体を支えながら反
復を繰り返す。主旋律と対旋律の絡みは右手に集約され、幾分技巧的な様相を見せ始める。 





い求められ、さながら教会の鐘51のような様相を呈す。34 小節目の ff で堰を切ったように
調性感から逸脱し、クライマックスを形作る。その後、ritardando と diminuendo で熱は
急激にさめてゆき、pp の瞑想的なフレーズへ。ここでテンポは Andante tranquillo, come 
prima となる。 
 54 小節目より第３変奏に入る。左はテーマと全く同じで、右手の旋律にリズムや音域に
若干のアレンジが加えられている。デュナーミク指示は p で tranquillo。61 小節目よりテ
ーマの形から逸脱するものの、63 小節目にてテーマと同様の、ただし旋律のポジションは
１オクターヴ高い形での、変イ長調のトニックに解決される。解決後、次の小節より第４




 73 小節目よりテンポは Allegro sostenuto となり、B 部が再び現れる。ここでは 1 回目の
B 部の展開が行われている。左手の 5 連符に乗せて低音域より p で始まった後 crescendo
し、fへの到達と共に音型は 1 回目と同様、十六分音符のパッセージが内声部を満たし、外
声に付点のリズムを配する形となるが、1 回目の B 部では左右 2 オクターヴのユニゾンで
旋律を奏でていたものが、2 回目では左手側の旋律が一部不規則な動きをし、不調和な響き
を添えている。その後も 3 声のポリフォニーを保ったまま展開されていき、B 部一回目と
同じように、83小節目の ffを頂点に調性感から逸脱。その後デュナーミクは弱まっていき、
91 小節目の poco ritardando を経て p となる。 
 92 小節目で最初のテンポに戻り、6 小節の間奏を経て、98 小節目より第５変奏へ。全体
は高音域に移り、右手は旋律、左手は和音という、テーマの形を踏襲するが、変ホ音の断
続的なオクターヴ移動が絡み、まるで回想しているかの様な楽想となる。やがて音域は下
がっていき、瞑想的雰囲気に落ち込んだ後、突如 Allegro が現れ、第 4 楽章のテーマが姿を












第 4 楽章 
 Allegro con brio, ma non troppo presto、4 分の 4 拍子、ハ長調。ロンド形式で、おおま
かに A-B-A-C-A-B-Coda の形をとる。図 2-2-4 
 
【図 2-2-4 ： 《ピアノソナタ第９番》第４楽章】 
 
 




からの主要主題後半部分は、p と f が交互に現れ、合わせて和音主体と順次進行主体のパッ
セージも交互に入れ替わり、コントラストの高い楽想。18 小節目からの右手に 2 度現れる
半音進行のパッセージは、なにかが遠くから忍び寄ってくるかのような独特な雰囲気を作
り出す。 
 24 小節目の Poco meno mosso を経て、26 小節目アウフタクトより B 部がはじまる。こ
66 
 
こで現れるト長調の旋律は A 部に比べて軽やかな楽想を持つ。ここでは、B 部テーマ本体
こそト長調だが、28 小節目からすぐさま調性の輪郭がぼやけていき、特定の調の定義が難
しくなり始める。スラーやスタッカートがきめ細かく指示され、A 部よりも幾分繊細な印象
を聴き手に持たせる。次第に音域移動が目まぐるしくなり、38 小節目より accelerando で
速度を上げながらカデンツに突入し、39 小節目の Tempo I をもって再度 A 部が登場する。 
 しばらくは冒頭と全く同じ展開をたどるが、45 小節目の ff で突如中断してしまう。すぐ
さまデュナーミクは p に絞られ、Poco meno mosso でテンポが若干落とされる。ポリフォ
ニックな処理と半音進行の多用によって調性感は不明瞭になり、瞑想的な雰囲気が醸し出
される。50 小節目の Andantino を過ぎたあたりから音域は次第に上昇し、最終的に全声部
とも変ロ音に行きつく。 
 それまでの鬱屈したような雰囲気を打ち破るかのように、54 小節目アウフタクトのユニ
ゾンが現れ、C 部がはじまる。mp dolce を指示された本部の主要部分は、左右 2 声部ずつ
のユニゾンの形をとった透明度の高い楽想を湛えており、続く 61 小節目からのポリフォニ
ックな部分における陰りがさしたような、あるいは霧に覆われたような情景との際立った





 76 小節目アウフタクトより突然テンポは Allegretto に変わり、B 部の主題が顔を覗かせ
る。更に 80 小節目より A 部後半のパッセージが出現。この様に時間軸を遡るように主題が
回想されていく。ここまでは、リズムや音の高さの移り変わりから、B 部や A 部後半とい
った、パッセージの出所を推察することは出来ても、特定の調性を定義する事は出来なか
ったのに対し、88 小節目の A 部冒頭への回帰にて、明確にハ長調に戻る。ここからは概ね
一度目の A 部と同じような展開が行われるが、後半で若干縮小され、すぐさま B 部に移る。
106 小節目アウフタクトから現れる B 部主題はハ長調に移高されている。 
 122 小節目左手に現れる 5 連符より、それまでの諧謔的で軽妙な雰囲気が再び瞑想的なも
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のへと変わり、コーダに入る。129 小節目アウフタクトよりソプラノに第 1 楽章の第 1 主
題が出現。回想する様な雰囲気は、アレンジが徐々に希薄になり第 1 楽章での形に近づく
につれて実体化していくようだが、136 小節目ですぐさま溶解し、幻想的雰囲気を湛えなが































く 7、8 小節目では上三音に対してバスだけが異なったタイミングで打鍵する。譜例 2-2-5 
 














言える。譜例 2-2-7 またこの部分は、前述の a)のパターン同様、最低音がフレーズの最後に置
かれている。 
 














【譜例 2-2-9 ： 《ピアノソナタ第９番》第２楽章 第 19～26 小節】 
 
 










































い。前節の第５番での分析にて分類した a)と b)の用法、つまり a) 音色の変化の一環 
 b) 緊張感の創出 という二つの用法という観点から、本ソナタにおけるオクターヴやオ
クターヴ・ユニゾンの用いられ方をみていこう。 
 第１楽章においてひときわ目を引くのは、20〜21 小節目における左右の２オクターヴに
渡るユニゾンである。譜例 2-2-13 それまでの mfにおける、最大６音にも及ぶ同時発音の流れ
から、短い diminuendo を経たのち、一転して p となった中での、突然のユニゾンの出現。
これはまさしく b)の用法である。推移部への切り替わりを象徴づけるこの形は、第５番の 
 
【図 2-2-13 ： 《ピアノソナタ第９番》第１楽章 第 19～22 小節】 
 





27 小節目の反復や、再現部における 144 小節目の用法も同様である。また、26 小節目にお
ける低音部の短いユニゾンも、単なる音色の変化の一環というよりは、緊張感の輝きを低
音部での合いの手の頭にも置き、聴き手の注意が高音から低音、そしてまた高音へと移り






【譜例 2-2-14 ： 《ピアノソナタ第９番》第１楽章 第 24～27 小節】 
 
 











添えているともとれ、やはり a)と b)両方の要素を湛えているように感じる。譜例 2-2-16 60〜
61 小節目にかけての低音部オクターヴは、カデンツである。 
 
【譜例 2-2-16 ： 《ピアノソナタ第９番》第１楽章 第 162～165 小節】 
 
 




























ゾンは B 部のはじまりを強く印象づけている側面もある。 
 






存在感を示し、Allegro のパート全体をピリリと引き締めている。譜例 2-2-20 
 





14〜15 小節のユニゾンは、con brio の楽想を強調し、また最終のハ音のオクターヴは、冒
頭のハ音オクターヴと対になって本楽章の調性感を強く示している。譜例 2-2-21 
 











































【譜例 2-2-23 ： 《ピアノソナタ第９番》第１楽章 第 61～69 小節】 
 
 









































































































































































































































                                                   















































                                                   
55 ソヴィエトの実態に関する最新の研究は、例えば Власова, Е. С. 1948 год в советской музыке, 
(Vlasova, E. S. 1948 god b sovetskoj musyke,) Moscow: Издательский Дом 《Классика-XXI》
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・146 小節目からの Meno mosso は、これまでの Allegro と比較すると速度は落ちるが、速
いテンポ感を打ち消すに留め、流れは失わない事が求められると思われるので、「中庸」
とした。 





・128 小節目からの Piu lento は、左手内声部の同音連打や右手の二声部の弾き分けを pp
と dolcissimo の中で行うことの演奏上の難易度から、中庸のままではなく「遅」とした。 
99 
 
・132 小節目からの Piu animato について。132 小節目から 161 小節目までの区間は、速
度が様々に変化し、どっしりと重い楽想から、流れに乗せて前に進むべき箇所まで多様で











・54 小節目からの Poco piu animato che la prima volta は、「最初の部分よりも、より元























・93 小節目からの Meno mosso はやや判断が難しいが、幅広い音域を上下動する八分音符
の線の流れを遮断しないという演奏上の留意点、並びに直前の rit に poco が付加されてい
る点を考慮し、「中庸」のままとした。 
〔第３楽章〕 





・341 小節目からの Piu tranquillo は、速度を遅くするよう指示しているわけではない。し
かしながら、左手には３オクターヴ超に跨る跳躍移動、また右手も２オクターヴ超の跳躍









・32 小節目の Poco piu animato、46 小節目の Piu largamente、そして 69 小節目の un poco 
agitato、これらは、冒頭の Andante に対し、全体的に動きを加えるものであると考えられ
る。Poco piu animato では 40 小節目からの十六分音符の動きによって流れが本格的なもの




奏するための指示と解釈可能である。そして 69 小節目からの un poco agitato は、agitato
とは言え内声部の三連符と左手の符点のリズムの食いつきを、親指を跨いで奏するという







・35 小節目の Poco piu animato は、音楽の横の流れが非常に重要な部分である。42 小節
目からは十六分音符主体の展開となり、左手の四分音符も流れが重くならないよう留意せ
ねばらならない。しかしながら、90 小節目の Allegro moderato の存在もまた計算にいれな

















ろ流れは加速する方向に動く。これらの諸要素を踏まえ、61小節目からの Poco meno mosso
は、決してゆったりとした場所ではないのだが、限りなく中庸に近い「遅」とし、再現部
との差別化を図った。 
・194 小節目から楽章の終わりまでの Meno mosso の箇所は、f から p へのデュナーミク変
化と同時発音数増加という演奏上相反する指示の出現、さらに 196 小節目からの tranquillo、
更に 197 小節目の rit の出現など総合的に踏まえ、「遅」とした。 
〔第４楽章〕 
・24 小節目からの Poco meno mosso は、細やかなアーティキュレーションの違いに留意し
なければならない点、そして楽章冒頭の時点で既に non troppo と釘を刺されている点を鑑
み、ここでは「中庸」とした。102 小節目の Poco meno mosso も同様で、さらにここから
は曲の終わりまで速度変化指示はないものの、第１楽章の回想、そして p での終結と、楽
想はより穏やかな方向へ傾いていく。よって、ここでは「中庸」とした。 
 
 
 
補足ここまで。 
103 
 
【各ソナタのすべての楽章における速度表記別時間分布（詳細版 その１）】
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【各ソナタのすべての楽章における速度表記別時間分布（詳細版 その２）】 
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【各ソナタのすべての楽章における速度表記別時間分布（詳細版 その３）】
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【各ソナタのすべての楽章における速度表記別時間分布（詳細版 その４）】
 
 
